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4.8 メッセージ表示機能 

 

PLCCPUの状態に対応してコメントやエラーメッセージを表示することができます。 

 

メッセージ表示機能には以下のようなものがあります。 

・コメント表示機能････････････デバイスの状態に対応したコメントを表示 

・アラーム履歴表示機能････････条件成立時に発生時刻やコメントを表示 

・アラームリスト表示機能･･････エラーメッセージやコメントをリスト表示 

 

〇コメント表示機能とは 

 

コメントとは，GTDesigner3でユーザが登録した文字列のことです。 

コメントは，基本コメントまたはコメントグループとして登録しておくことで，下記のようにオブ

ジェクトで表示できます。 

 

例1)コメント表示で基本コメントに登録したコメントを表示する 

基本コメントに登録したコメントを表示します。 

モニタするデバイスの値に対応したコメント No. のコメントを表示します。 

 

 

 

例2)コメント表示で，コメントグループに登録したコメントを表示する 

コメントグループに登録したコメントを表示します。 

モニタするデバイスの値に対応したコメント No.のコメントを表示します。 

言語切り換えデバイスで，表示するコメントの列を切り換えることができます。 
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コメント表示(ビット) 

ビットデバイスのON/OFF に対応づけたコメントを表示する機能です。 

 

 

コメント表示(ワード) 

ワードデバイスの値に対応づけたコメントを表示する機能です。 

 

 

コメント表示(シンプル) 

デバイスを設定することなく，コメントを表示する機能です 

 

 

ポイント：コメント表示で表示するコメントについて 

コメント表示で表示するコメントは, あらかじめ登録しておく必要があります。 
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〇基本コメント，コメントグループの仕様 

 

基本コメント，コメントグループの仕様を下記に示します。 
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【補足】コメント表示 

(1)オブジェクトに図形を設定した場合の調整方法 

[タッチエリア･枠領域を編集する]を有効にして，オブジェクトと図形の表示位置を調整します。 

 

 

(2)表示範囲を越えるコメントを表示する 

(a)折り返して表示させる。 

横の表示範囲より長いコメントが表示された場合，折り返して表示されます。 

 

 

縦の表示範囲より長いコメントが表示された場合，表示範囲内で表示できるコメントのみ表示され

ます。 

 

 

(b)折り返して表示させない。 

[文字サイズ自動調整]の項目にチェックを入れると，文字サイズが自動で変更されます。 
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〇操作説明 

 

【ビットデバイスの ON/OFFに対応づけたコメントの設定】 

 

①ツールバー（オブジェクト）の「コメント表示（ビット）」ボタンを

クリックして、オブジェクトを画面上に配置します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②コメント表示オブジェクトをダブルクリックすると、コメ

ント表示（ビット）ダイアログボックスを表示させます。 

 

③「デバイス」ボタンをクリックして、“X0”を設定します。 

設定後は、OKを押してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

デバイスが変更されているこ

とを確認してください 
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④「表示コメント」タブをクリックしま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤OFF=ONのレ点を外し、「OFF」ボタンを

クリックします。 

⑥「文字列」を選択します。 

⑦OFF 時に表示するコメントをテキスト

ボックスに入力します。（“下限”と入力

します。） 

⑧「文字色」を緑に設定します。 

 

 

 

 

 

 

⑨「ON」ボタンをクリックします。 

⑩「文字列」を選択します。 

⑪ON 時に表示するコメントを入力します。（今

回は“上限”と入力します。） 

⑫「文字色」を赤に設定します。 

⑬ブリンク（点滅表示）を行う場合は、ブリン

クの種類を選択します。 

⑭ “OK”ボタンをクリックします。 
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⑮コメントがすべて表示されるようにオブジェクト枠のサイズ

を調整します。 

a)カーソルをハンドルに移動するとサイズ変更用のカーソル

に変わりますので、マウスの左ボタンを押し、そのまま表

示する範囲の位置までマウスを動かします。 

b)表示範囲が決まったらマウスの左ボタンを離します。ビッ

トデバイスによるコメント表示の設定終了となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑯外部スイッチX0をON/OFFすることにより、コメントが切り換わることを確認してください。 
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【コメントの登録方法】 

 

（例）ワードデバイス（D17）の数値“1”～“4”によって“故障 1”～“故障4”と表示させます。 

 

その場合、あらかじめ表示するコメントを登録しておく必要があり

ます。 

 

①[共通の設定]－[コメント]－[開く]メニューを選択します。 

基本コメントを選択し、開くを押してください。 

メニューバー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワークスペース 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 4-196 

 

 

 

②［コメント一覧］ダイアログボックスが表示されます。 

ので、登録したいコメントNoの「コメント」欄をクリックします。 

③表示させるコメントを入力します。ここでは、“故障 1”と入力します。 

④「文字色」を“赤”に設定します。 

 

⑤ツールバーのコメント：新規行をクリックして、コメント 2を作成します。 

 

 

 

⑥ ③～④を繰り返し、コメント 4まで作成します。 

コメント2：“故障 2”“文字色：青” 

コメント3：“故障 3”“文字色：水色” 

コメント4：“故障 4”“文字色：紫” 

 

 

 

 

基本コメント 
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[実践的ＦＡＱ０９３ コメントの設定方法の詳細] 

コメント設定方法の詳細を教えてほしい（効率よく入力するには）？ 

 

●複数コメントを全選択する方法 

複数のコメントが存在する場合、以下の操作でコメントを全選択できます。 

 

①左上のセル（「コメント No.」の部分）をマウスでクリック 

 

 

 

 

②右クリックで表示されるメニューの【全選択】をクリック 

 

 

 

 

 

● 異なるプロジェクト間でのコメントの流用 

 

右クリックすることで、異なるプロジェクトのコメントに、表示文字を貼り付けることができ

ます。 

 

 

● 一括で設定する方法 

 

 文字色、反転、ブリンク、高品位、文字飾り、影色の一括設定列を選択した状態で設定を行う

ことにより、一括で同じ設定にできます。 
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① 列を選択する 

 

 

② 列を選択した状態で設定を変更する 

 

 

③ 他の部分が同じ設定内容になる 

 

 

ポイント 

プロジェクトツリーからの操作 

プロジェクトツリーで[基本コメント]をダブルクリックしても，[コメ

ント一覧]ダイアログボックスが表示されます。 
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【ワードデバイス値に対応したコメント表示を行う設定】 

 

 

①ツールバー（オブ ジェクト）をク

リックします。  

  

  

 

  

②オブジェクトの表示位置を画面上で決定した後、コメントの表示

範囲を設定します。 

 

 

 

 

③コメント表示をダブルクリックします。

すると、コメント表示（ワード）ダイアロ

グボックスが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④デバイス ボタンをクリックし、“D17”に

設定します。 
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⑤表示用の図形枠を「66表示枠：1Frame_1」に

設定します。 
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⑥【表示コメント】タブをクリックして、

コメントの表示方法を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧コメントの表示方法を選択します。

ワードデバイスでコメント表示を行

う場合は、「間接デバイス」を選択し

ます。 

 

 

 

⑨”OK”ボタンをクリックします。 
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【ラダープログラム】 

 

 

 

GOTにコメントが表示されない場合？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

画面上にコメントを表示させたいときは？（プレビュー） 

 

 

 

 

ダウンロード→GOTの場合は、必ず”コ

メント“にチェックを入れてください 

プレビューNo 
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[実践的ＦＡＱ０９４ コメント直接入力] 

コメントを直接入力はできのるか？ 

 

 

条件設定の を押し、条件を追加します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

条件設定 
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【表示コメント】タブをクリックして、コ

メントの表示方法を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表示方法をコメント No にして、コメント

Noを選択する 
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 4-206 

課題 12 コメント表示(1) 

PBS1を押すと、「PBS1を押しています」 

PBS2を押すと、「PBS2を押しています」 

PBS3を押すと、「PBS3を押しています」 

PBS4を押すと、「PBS4を押しています」 

と表示される画面を作成してください。 

 

 

（画面作成例） 
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課題 13 コメント表示(2) 

運転スイッチに触れると、15秒間だけ運転中ランプが点灯する。 

ランプの点灯にあわせてタイマを作動させ、タイマの現在値を表示する。 

ランプ点灯後、「稼働中」と表示し、残り 5秒で「終了間近」、残り 2秒で「もうすぐ終了」と

表示する。 

 

（画面作成例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（シーケンスプログラム） 
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[実践的ＦＡＱ０９５ コメントグループ] 

コメントグループは、基本コメントと同じように使えるのか？ 

 

①コメントグループの作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②設定方法（コメント表示（ワード）：表示コメント） 

 

 

 

 

 

 

１ 
必要に応じて、タイトルを

入力してください 



 4-209 

4.9 アラーム表示機能 

 

4.9.1 アラーム表示機能とは 

ユーザが作成したコメントや、GOT/PLC/ネットワークのエラーを、アラームとして表示すること

ができます。 

 

(1)アラーム表示の種類 

GOTは、下記に示す情報を表示することができます。 

 

(a)ユーザが作成したコメントをアラームメッセージとして表示する 

アラームの発生時に，ユーザが作成したコメントをアラームメッセージとして表示する機能です。 

(拡張ユーザアラーム監視，拡張ユーザアラーム表示，ユーザアラーム表示) 

ユーザが独自にアラームを作成して表示したい場合に使用します。 

 
 

(b)GOT，接続機器，ネットワークのエラーをアラームとして表示する 

GOT，接続機器，ネットワークのエラーが発生時に，エラーコードとエラーメッセージを表示する機

能です。(拡張システムアラーム監視，拡張システムアラーム表示，システムアラーム表示) 

GOT，接続機器，ネットワークのエラーを表示したい場合に使用します。 
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(2)アラームの機能の種類について 

 

アラームには、アラーム機能と拡張アラーム機能があります。 

 

*1 表示画面に関係なく, アラーム発生時にアラームをポップアップ表示します。 

 

ユーザが作成したコメントをアラームメッセージとして表示する場合は，コメントをあらかじめ登

録しておく必要があります。 
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アラーム機能には，下記に示す種類があります。 

 

 

表示アラーム，表示項目，特長より，使用するアラーム機能を選択してください。 

 

 

(1)ユーザアラーム表示 

アラームの発生時に，ユーザが作成したコメントをアラームメッセージとして表示する機能です。 

ユーザが独自にアラームを作成して表示したい場合に使用します。 

 

(2)システムアラーム表示 

接続機器，GOT，ネットワークのエラーが発生時，エラーコードとエラーメッセージを表示する機能

です。接続機器，GOT，ネットワークのエラーを表示したい場合に使用します。 
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(3)アラーム履歴表示 

ユーザアラームの発生時に，ユーザが作成したコメント，発生日時，復旧日時，確認日時，累積時

間(アラームが発生していた時間)，発生回数を記憶して履歴の一覧を表形式で表示する機能です。 

 
 

(4)アラーム流れ表示 

ユーザアラームの発生時に，ユーザが作成したコメント，発生日時を流れ表示する機能です。 

アラーム表示オブジェクトを配置する必要がなく，長いコメントでもすべて表示できます 
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4.9.2 アラーム履歴表示機能 

 

(1)アラーム履歴表示機能とは 

アラーム検出用として指定したデバイスの条件成立時(ビットOFF→ON時/ワーデバイス範囲)に、

その発生時刻や表示コメントの内容を記憶して、アラームの発生履歴を一覧表示できます。 

 

【アラーム活用例】 
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(2)アラームの収集モードについて 

アラームに関する情報を収集する方法として、「履歴モード」と「累積モード」の 2種類の収集モ

ードが用意されています。 

 

① 履歴モード 

アラーム発生ごとに、GOT の内蔵メモリに発生したアラームの内容を追加するモー

ドです。(アラームが発生するごとに、履歴に追加します。) 

アラーム情報は、 下記に示す件数まで保存可能です。 

・GT16，GT15，GT SoftGOT1000の場合:3072件 

・GT11の場合:2048件 

・GT10の場合：1000件 

 

② 累積モード 

最新のアラーム状態と、今までに発生したアラームの回数や時間を、アラームごと

に累積して収集します。 

 

アラーム発生時には下記の情報を収集して表示できます。 

 

①発生日時 

アラームが発生した日時を表示します。 

②メッセージ 

アラーム発生時に、アラームに割り付けたメッセージを表示します。 

③復旧日時 

アラームが復旧した日時を表示します。 

④確認日時 

アラーム発生を確認した日時を表示します。 

⑤累積時間(累積モードのみ) 

過去にアラームが発生した時間を含めた、アラーム発生時間の総合計を表示します。 

⑥発生回数(累積モードのみ) 

アラームが発生した回数を表示します。 
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(3)監視できる最大デバイス点数とモニタデバイスの種類 

(a)モニタデバイスの種類 

・ビットデバイス 

・ビットデバイス(ワードのビット指定) 

・ワードデバイス(デバイス値が、指定した範囲内になるとアラーム発生) 

(b)最大モニタ点数 

GT16/15 

•ビットデバイス:3072点 

•ワードデバイス(16ビット):1024点 

•ワードデバイス(32ビット):512点 

GT11 

•モニタするデバイス種類に関係なく, 最大256点。 

 

 

※ビットデバイスモニタ時のランダム指定について 

モニタデバイスのランダム指定を行う場合は、ビットデバイスとビットデバイス(ワードのビ

ット指定)は混在できません。 
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(4)本機能使用時の制約と設定位置について 

監視するデバイス点数、デバイス名の設定は1プロジェクトにつき 1設定のみです。 

各ベース画面にアラーム履歴表示機能を 1オブジェクトごと設定できますが、すべて同じデバイス

をモニタします。 

 

 

(5)アラーム履歴データの収集・保持について 

(a)アラーム履歴データの収集 

アラーム履歴データは、GOTが常時データ収集し、GOT内に保持しています。 

アラーム履歴表示が配置されていないモニタ画面の表示中でもアラーム履歴データは常に収集され、

更新されます。 

 

(b)アラーム履歴データの消去 

GOT電源OFF、またはリセットによりすべて削除されます。 

アラーム履歴用スイッチのキー操作(タッチスイッチ)により、1 件ごとまたは全件の消去ができま

す。 

(c)アラーム履歴データの停電保持 

メモリカードに保存すると、GOTが電源OFFしてもアラーム履歴データを保持できます。 

GOTの電源をOFFして、次回立ち上げたとき、OFFする直前の状態を表示することができます。 
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(d)アラームの履歴件数が上限を超えた場合(「収集モード」が「履歴モード」の場合) 

オプション(共通)タブで、「履歴数を超えた時には最も古い履歴を消去する」をチェックしている場

合、収集できるアラームの履歴件数の上限をこえると、古い履歴から消去されていきます。 

 

[アラームの履歴件数の上限] 

・GT16，GT15，GTSoftGOT1000の場合:3072件 

・GT11の場合:2048件 

・GT10の場合：1000件 

 

備 考 

アラーム履歴データを CSV 形式のデータでメモリカードに保存することにより、パソコンの表計算

ソフトで読み込んで編集することができます。 

 

(6)詳細内容の表示方法について 

エラー表示になったデバイスの詳細内容を、3種類の方法(コメントウィンドウ/ウィンドウ画面/ベ

ース画面)で下記のように表示できます。 
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4.9.3 画面作成例（故障情報表示） 

ここでは,ビットデバイス”X2～X5”が ON 状態になったときに,アラーム履歴表示により各ビット

デバイスの ON状態(エラー状態)について” コメント NO.1～NO.4”,”発生日付”,”時刻”,”復

旧時間”の表示や, 発生コメント行をタッチするとウィンドウ画面による詳細表示などを表示する

ことができる画面の設定例について説明します。 
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【アラーム履歴表示オブジェクトの設定】 

 

(a)共通設定  

①[オブジェクト]-[アラーム表示]-[アラーム

履歴表示]メニューを選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②「アラーム履歴表示」オブジェク

トを配置したい位置にカーソルを移

動して、クリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

③配置したアラーム履歴表示

をダブルクリックします。[ア

ラーム履歴表示]ダイアログ

ボックスが表示されます。 

“アラーム履歴共通設定”ボ

タンをクリックすると[アラ

ーム履歴]ダイアログボック

スが表示されます。 
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アラーム履歴共通の設定(【デバイス( 共通)】/【オプション( 共通)】タブ) 

アラーム履歴共通の設定は,1プロジェクト単位の設定です。ベース画面ごとにそれぞれ設定する必

要はありません。 

 

④「アラーム履歴を使用する」チェックボックスにチェックを入れます。 

 

⑤モニタするデバイスの数を設定します。ここでは,ビット信号”X0～ X4”の 4点分のアラームを

設定するので,「アラーム数」を”4”に設定します。 

 

⑥「詳細表示先」を”ウィンドウ画面”に選択します。 

 

⑦リストの先頭を選択し,Devボタンをクリックして, モニタデバイスを”X0”に設定します。X1～

X4のデバイスが連続して割り付けられます。 
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⑧「詳細No.」で”10を設定します。詳細表示させるウィンドウ画面No.になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨”OK“ボタンをクリックします。 

 

 

自動的に入力 

基本コメントを使用 

詳細は、ウィンドウにて表示 
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(b) アラーム履歴表示設定の設定(【基本】/【枠色】/【オプション】タブ)  

ベース画面ごとに、設定するアラーム履歴表示の表示フォーマット(表示行数/アラーム枠色)を設

定します。 

 

①ソート設定を「新しい順」に設定し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②「基本設定」の「スタイル」タブを

選択します。 

 

文字サイズは、１×１または、２×２

を選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③「表示間隔」を“16×0”で設定します。 

 

 

表示項目が選択するこ

とができます 
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④詳細表示をウィンドウ画面で表示させるときは，「ワンタッチ操作」をチェックします。 

 

⑤「罫線描画」をチェックして,白色に設定します。 

 

⑥”OK“ボタンをクリックします。 

 

 

(d) コメントの設定  

 

基本コメントNo.1～4を以下のように設定します。（設定されているかを確認してください） 

【コメントの登録方法】を参照してください。 
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【アラーム履歴表示機能用スイッチの設定】 

アラーム履歴表示用カーソルの表示/移動，アラーム内容の詳細表示など，アラーム履歴表示で使用

するタッチスイッチを設定します。 

 

①アラーム履歴表示用タッチスイッチを画面に配置する 

アラーム履歴表示用タッチスイッチは，GT Designer3のライブラリに登録されているので，ライブ

ラリから読み出して設定します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②「ライブラリ」ワークスペースで,「AV アラームキー」を選択します。 

ライブラリイメージ一覧ウィンドウが表示されますので，“ADALM01_B”を選択します。 

 

 

 

 

 

ライブラリが表示

されている場合 
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③アラーム履歴表示用タッチスイッチを配置する位置にカーソルを移動し，クリックします。 

 

 

文字サイズ：１×１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文字サイズ：２×２ 

 

 

 

13 ALM01_B 

アラーム履歴表示は、文

字サイズにて大きさが変

更できます 

アラーム履歴表示用タッチスイッチ

は、カーソルで大きさを変更すること

ができます 
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④アラーム履歴表示用タッチスイッチの設定と機能内容 

アラーム履歴表示用タッチスイッチの種類は，タッチスイッチの「キーコード」の値により変更で

きます。 

 

貼り付けたアラーム履歴用タッチスイッチの機能を，変更する場合の手順を以下に示します。 

 

⑤タッチスイッチを右クリックして，「グループ化解除」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥プロパティシートを表示させます。 
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⑦プロパティシート内の「キーコード」の値を変更すると、スイッチの機能を変更することができ

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下記にアラーム履歴表示用タッチスイッチの種類とキーコードの値を示します。 

 

*1 カーソル表示/カーソル消去のスイッチと一緒に使用してください。 
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[実践的ＦＡＱ０９６ キーコードの変更方法] 

キーコードはウィンドウで変更できないか？ 

ウィンドウで変更は可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ダブルクリック 

数値ではなく、文字で内容を

確認することができます 
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[実践的ＦＡＱ０９７ スタイル変更] 

文字色の変更をするには？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表示の間隔を変更するには？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メッセージが切れること

なく表示されているかを

確認してください 
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[実践的ＦＡＱ０９８ キーコード用のタッチスイッチ] 

タッチスイッチでキーコードを作成することはできないか？ 

キーコード用のタッチスイッチ（キーコードスイッチ）で，アラーム履歴表示用のタッチスイッ

チが作成できます。キーコードスイッチでは、使用したい機能を選択すると，自動的にキーコード

が設定されます。 

 

 

 

 

 

キーコードが表示されます 
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[実践的ＦＡＱ０９９ アラーム履歴表示用タッチスイッチの選択] 

ライブラリよりアラーム履歴表示用タッチスイッチを画面に配置したが、必要のないスイッチを削

除することはできないか？ 

 

タッチスイッチを右クリックして，「グループ化解除」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

削除したい、タッチスイッチを選択し、キーボード上の“Delete”キーを押します。 
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【詳細表示用ウィンドウ画面の設定】 

 

詳細表示用のウィンドウ画面 No.10～No.13を作成します。 

 

①[画面]-[新規作成]-[ウィンドウ画面]メニューを選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②画面のプロパティダイアログボックスが表示されます。「画面番号」を“10”に設定します。 

③”OK”ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ウィンドウ画面No.10が画面上に開かれます。 
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⑤ウィンドウ画面の画面上に右記のように文字図形を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥[画面]-[閉じる]メニューを選択します。 

 

⑦前ページ①～⑥の手順を繰り返して、下記のようなウィンドウ画面 No.11～13を作成します。 
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【動作確認】 

①外部スイッチX0をONする（PBS1スイッチを押し続けてください） 

 

 

 

 

 

②X0をONからOFFにする 

 

 

③同様に、X1,X2,X3を ON→OFFさせてください 

 

 

④タッチパネル上の、“カーソル表示”のボタンを押してください 

 

 

 

⑤タッチパネル上の“上移動”、“下移動”にて、カーソル位置が変わることを確認してください 

 

 

カーソルを移動すること

ができます 
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⑥故障４にカーソルを合わせて、“確認”を押してください 

 

 

 

⑦タッチパネル上の“詳細”を押してください 

（または、詳細を見たいタッチパネルの行に、タッチすると表示されます） 

 

 

 

⑧タッチパネル上の“全確認”を押してください 

 

 

 

⑨タッチパネル上の“全確認”を押してください 

 

 

×を押すと、ウィンドウ

が消去されます 
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[実践的ＦＡＱ１００ 履歴をメモリカードの保存] 

履歴をメモリカードに保存することはできないか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

CFカードの着脱は，GOTの電源が OFFの状態，または CFカードアクセススイッチを OFFにした状

態で行ってください。 
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CFカードをCFカードリーダに挿入して、パソコンのUSBポートに接続してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三菱製 CFカード 

CFカードリーダ 

（USB接続タイプ） 

（PCカード接続タイプ） 
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[実践的ＦＡＱ１０１ CFカードの着脱方法（GOT本体 CFカードインタフェース使用

時] 

CFカードの着脱方法は？ 

 

CFカードの着脱は，GOTの電源が OFFの状態，または CFカードアクセススイッチを OFFにした状

態で行ってください。 

（１）取付け 

①GOTのCFカードアクセススイッチを OFFにします。 

 

 

②CFカードインタフェースのカバーを開けます。 

CFカードの表面を外側に向けて CFカードインタフェースに挿入し，装着します。 

 

 

③CFカードインタフェースのカバーを閉じます。CFカードアクセススイッチを ONにします。 
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（２）取外し 

①GOTのCFカードアクセススイッチを OFFにし，CFカードアクセスLEDが消灯したことを確認しま

す。（CFカードアクセス LEDが消灯すれば，GOTの電源 ON中でもCFカードの取外しが可能です。） 

 

 

②CFカードインタフェースのカバーを開けます。GOTのCFカードイジェクトボタンを押します。（CF

カードイジェクトボタンを押すと，ボタンが飛び出します。） 

 

 

③ GOTのCFカードイジェクトボタン押し込み，CFカードを浮き上がらせてから取り外します。 

 
 

 



 4-240 

[実践的ＦＡＱ１０２ メモリカードの使用上の注意①] 

CFカードへの書き込み回数の制限はありますか？ 

 

CFカードへの書き込み回数はあります。各メーカの CFカードの取扱説明書を参照してください。 

三菱純正CFカードは下記のようになります。 

 

 

*1 容量が2GBを超える CFカードは下記バージョンのOSがインストールされている GT16で使用で

きます。 

• BootOSのバージョン:05.09.00AF以降 

• 基本機能OSのバージョン:05.09.00以降 

上記バージョンのOSがインストールされていない場合，Version1.15R以降のGTDesigner3でOSを

インストールしてください。 
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[実践的ＦＡＱ１０３ メモリカードの使用上の注意②] 

 

三菱純正CFカード以外の CFカードはすべて認識することができますか？ 

 

すべてを認識するとは限りません。下記の HP テクニカルニュース GOT1000シリーズにおける他

社製CFカード動作確認情報“を参照してください。 

http://wwwf2.mitsubishielectric.co.jp/melfansweb/documentsearch/technews/technicalNews.do?

kisyu=/got 
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[実践的ＦＡＱ１０４ メモリカードの使用上の注意③] 

CFカード取付け，取外し時の注意しなければいけないことは？ 

 

CFカード取付け，取外し時の注意事項は下記のとおりです。 

（1）CFカードアクセス LED 点灯中は，CFカードの着脱，GOTの電源OFFを行わないでください。 

データの破損や誤動作の原因になります。 

（2）CFカードを取り出す場合は，CFカードが飛び出す場合がありますので，手で支えて取り出し

てください。手で支えて取り出さないと，落下による CF カードの破損，故障の原因となりま

す。 
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4.10 システムアラーム表示 

システムアラームとは GOT、PLCCPU、通信関係のエラー発生時、エラーコードとエラーメッセージ

を表示する機能です。 

エラーの発生状態や原因を確認できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

備 考 表示するコメントについて 

システムアラームで表示するコメントは、 登録不要です。（GOT に登録されています。） 

 

1 システムアラームの種類 

システムアラームには、次の 3 種類のアラームがあります。 

①GOTエラー：GOTのエラーをアラームとして表示 

②CPUエラー：PLCCPUのエラーをアラームとして表示 

③通信ユニットが検出したエラー：ネットワークのエラーをアラームとして表示 

（MELSECNET、CC-Link接続時のみ） 

 

2 データの収集方法 

アラーム状態は、システムアラームを配置していない画面が表示中でも、常に 3秒周期でデータ収

集され、GOT内に保持します。 

 

3 表示する内容について 

システムアラームでは、エラーコードと、エラーメッセージ、発生時刻が表示されます。 

表示されるエラーコードとエラーメッセージは、GOT にあらかじめ登録されていますので、ユーザ

で作成する必要はありません。 
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１）アラームの表示方法 

(1)最大表示数 

システムアラームは、3種類のアラームを1 種類ごとに1行で表示し、最大3行まで表示できます。

新たにアラームが検出されると、現在表示されているアラーム表示を、新しいアラーム表示に更新

します。 

例)接続機器が新たにアラーム(パラメータエラー)を検出した場合 

 

 

(2)表示の優先度 

表示範囲が2行以下の場合、次の優先度でアラームを表示します。 

①GOTエラー 

②CPUエラー 

③ネットワークエラー 

アラーム発生数が表示範囲を超えたとき、優先度の低いアラームは表示できません。 

また、表示範囲の1行に収まらないエラーコード、エラーメッセージや時刻は表示されません。 

 

注意 

システムアラーム使用時の注意事項を下記に示します。 

○作画に関する注意事項 

1画面に配置( 設定)できるシステムアラームの最大個数 

システムアラームは 1個配置(設定) できます。 

○使用時の注意事項 

(1)GOTにシステムアラームが表示されない接続機器 

下記の接続機器で発生したエラーは，GOTのシステムアラームでは表示できません。 

接続機器側でエラー内容を確認してください。 

•SIEMENS社製PLCCPU 

• アズビル社製制御機器 

•理化工業社製温度調節器 

•インバータ 

(2)GOT上のシステムアラームの消去 

(a)GOTエラーは，アラーム要因が解消されても，システムアラームから消去されません。 

メッセージを消去するには，システム情報機能の下記デバイスをONして行ってください。 

•GOTエラーリセット信号 

(b)CC-Link通信ユニット, MELSECNET/10通信ユニット, MELSECNET/H通信ユニットで発生した

ネットワークエラーのメッセージは，アラーム要因が解消されても GOT を電源 OFF，リセット

するまでメッセージは消去されません。 

(3)発生時刻の表示について 

発生時刻は，GOTの時計データを表示します。 

(4)文字色と背景色について 

システムアラームの文字色は白色固定であるため，プレート色は白色以外にしてください。 
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２）配置と設定 

①次のいずれかの操作を行います。 

･（システムアラーム）をクリック 

 

 

 

 

･【オブジェクト】→【アラームリスト表示】→【システムアラーム表示】メニューを選択 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②システムアラームを配置する位置でクリックすると、システムアラーム

の配置が完了します。 

 

 

 

 

 

表示枠を広げると、文字が表示されます。 
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[実践的ＦＡＱ１０５ 表示範囲の調整方法] 

表示範囲は調整することができるか？ 

 

アラームメッセージが途中から欠けて表示されないように設定するには，表示範囲を下記のように

調整してください。GOT の画面サイズが以下に示す値より小さい場合は，文字サイズを小さくして

調整してください。 

 

文字サイズが1×1倍の場合，576ドットで表示されます。 

右端の発生時刻が表示されるまでサイズを拡大してください。 
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③配置したシステムアラームをダブルクリックすると、設定ダイアログボックスが表示されるので

各種設定を行います。 

 

システムアラームの表示フォーマット（図形枠／文字サイズ）を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文字サイズを“１×１”に設定してください。 

図形を表示枠図形：表示枠：Ｆｒａｍｅ＿１に設定してください。 
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[補足]システムアラーム一覧 

○ユーティリティでエラーメッセージを確認する( ユーティリティ) 

オブジェクトを設定していない場合でも，ユーティリティのシステムアラーム表示でエラーコード，

エラーメッセージを確認することができます。 

 

*1 GOT 特殊レジスタ(GS262 ～ 264) についての詳細は，下記のマニュアルを参照してください。 

・GT Designer3 Version1 画面設計マニュアル( 共通編) 付.2.1 GOT 内部デバイス 

・GT Designer2 Version □画面設計マニュアル 2.9.1 GOT の内部デバイス 

*2 FXCPU の場合，エラーコード100 ～ 109 があり，M8060 ～ M8069 の状態をエラーコードで表示します。 

( 例) エラーコード(100) のエラーが発生したときは，M8060 の説明によりエラー処置を行ってください。 

*3 GOT で表示するエラーコードは，サーボアンプで表示されるエラーコード(16 進) を10 進表記にして＋ 20000 したものです。 

そのため，GOT のシステムアラームで表示されるエラーコードをもとに，サーボアンプのマニュアルを参照する場合は，GOT のエラ

ーコードを-20000 して下3 桁を16 進に読みかえてください。 

( 例：GOT のシステムアラームが20144 の場合，サーボアンプのエラーコードは90H となります。) 

*4 エラーコードによっては，チャンネルNo. が格納されません。 

*5 ファイルアクセスに関するシステムアラームでは，アラームが発生しているドライブを確認できませんが，システム信号2-2のフ

ァイルアクセスエラー信号(b7 ～ 10) を確認することで，アラームが発生しているドライブを特定することができます。 
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○GOT で検出したシステムアラームを下記に示します 
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参考マニュアル 

GT16本体取扱説明書（ハードウェア詳細編） 

形名 GT16-U(HW-SHO) 

形名コード 1D7MD1 
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例１：数値入力 デバイス指定をしなかった場合 

 

 

 

 

 

例２：PLCユニットが取外れた場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例３：タッチパネルバッテリーが取外された場合 

 

 

※同じ種類のエラーは２つ表示されません 

（例１と例３はＧＯＴエラーのため、同時に表示されません） 

 

 

数値入力 
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課題 14 アラームリスト表示 

システムアラームと下記のアラームリストが表示されるような画面を作成してください。 

 

X0：アーム移動範囲内に人がいます 

X1：コンベアＡが停止しました 

X2：コンベアを点検してください 

 

 

    例） 

 

 

 

 

例） 

 

 

X0 X22 X1 

X2 


